
大阪大学

大阪けいさつ病院

未来医療推進機構

第32回医学会総会

澤 芳樹

関西国際医療貢献プラットフォーム
～大阪から世界へ医療インバウンドの取り組み～



世界初重症心不全に対する
自己骨格筋芽細胞シート移植法の臨床試験(2007～)



日本の医療は貢献する!?

サウジアラビアとの連携による
再生医療の国際医療貢献



Accompanying Prime Minister Abe’s visit to 
Middle Eastern countries (August/2013)



カタールの患者の再生治療

http://rr.img.naver.jp:80/mig?src=http%3A%2F%2Fimgcc.naver.jp%2Fkaze%2Fmission%2FUSER%2F20130918%2F16%2F1007596%2F5%2F307x464xe3671dbcc7540001fd878f21.jpg%2F300%2F600twidth=300theight=600qlt=80res_format=jpgop=r

Before operation

After operation

クリックすると新しいウィンドウで開きます

http://matome.naver.jp/odai/2137951120716883201/2138910543945027203
http://ord.yahoo.co.jp/o/image/SIG=12bpqfn9u/EXP=1377032597;_ylc=X3IDMgRmc3QDMARpZHgDMARvaWQDQU5kOUdjVGZVZDVHSE9EYzRrLXFZbkdSUWRLb09vV0NZb3pCbnFkc0ZNWUpGcFFuaUphanE5VWlHWXZCcy05OARwA1VXRjBZWEktBHBvcwMxMARzZWMDc2h3BHNsawNyaQ--/*-http:/www.credit-suisse.com/qa/img/home_qatar_doha.jpg


iPS細胞による心筋再生の始まり

(2008～)

(2007)

山中伸弥教授ノーベル賞受賞 2012年
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iPS心筋細胞シート移植 First in Human
2020/1/20

• 4例目(2022.8) 5例目(2022.12) 順天堂大学

• 6例目(2023.1) 九州大学

• 1～3例目,  7例目(2023.1) 大阪大学

• 8例目(2023.3) 東京女子医科大学

⇒薬事承認に向けて申請準備開始
米国進出に向けてアウトバウンド始動



当時感じた国際医療における課題

⚫ 正しく伝えることができる医療通訳は？

⚫ コミュニケーションをとれるナースは？

⚫ 通訳不在の集中治療でのコミュニケーションは？

⚫ 彼らの生活習慣をどう理解するか？

⚫ 治療費をどうとるか？

⚫ 相互理解の欠如を誰が埋めるか？



なぜいま日本の医療が世界に求められているか?

日本政策投資銀行 2010.5

… 以下の４つの要因を求めて患者がグローバルに移動

Japanese Healthcare meets all these four needs!
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大阪大学 国際医療センター

Center for Global Health

国際未来医療学講座



未来医療開発部国際医療センター

大阪大学医学部附属病院科

海外からの患者のインバウンド

未来医療のアウトバウンド

国際医療研究推進

国際医療イノベーション人材育成



国際医療に関連する既存の学会

1. 日本国際保健医療学会
設立：1986年

理事長：中村安秀（大阪大学大学院人間科学研究科）

2. 日本熱帯医学会
設立：1959年（熱帯医学研究会 として発足）

理事長：狩野繁之（国立国際医療研究センター熱帯医学・マラリア研究部）

3. 日本渡航医学会
設立：1996年（海外渡航者の健康を考える会」として発足）

理事長：尾内一信（川崎医科大学小児科学）

4. 国際観光医療学会
設立：2010年

理事長：寺野彰（学校法人獨協学園理事長・獨協医科大学名誉学長）



国際医療における研究や教育、人材養成に関する学術ネットワーク設立が必要

⚫オールジャパン体制で国際医療を推進し、日本
全体のレベルアップを目指す。

⚫医療通訳，国際医療コーディネートのシステム，
人材育成をすすめ，安全安心の医療のチーム
ワークを形成する。

⚫外国人診療に関わるシステムを検討し，国際医
療の展開，推進を図る



2016年 7月設立



  

国際臨床医学会 International Society of Clinical Medicine

クリックすると新しいウィンドウで開きます

認証制度開始
• 医療通訳士認証
• 国際看護師認証

検討中
• 国際臨床研究認定 医
• 国際医療コーデイネーター

大阪関西万博
に向けて

http://kokusairinshouigaku.jp/
https://ord.yahoo.co.jp/o/image/RV=1/RE=1512707293/RH=b3JkLnlhaG9vLmNvLmpw/RB=/RU=aHR0cHM6Ly9sb29rYXNpZGUuZmJzYnguY29tL2xvb2thc2lkZS9jcmF3bGVyL21lZGlhLz9tZWRpYV9pZD0xMzY5MzM2NjU5NzUyNTQ2/RS=%5EADByotmJvajwiCtuH_ACLaYQEleFaw-;_ylc=X3IDMgRmc3QDMARpZHgDMARvaWQDQU5kOUdjU1A3Q19YQUphT3lxNjc3WmJTYkxvNkwwRjJEWjJySFFoVUo3NUJmenltVENNS1ZsQ2F4WkJkVVBVBHADNVp1OTZacWI2SWVvNWJxSzVZeTc1YTJtNUx5YQRwb3MDMTkEc2VjA3NodwRzbGsDcmk-
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クリックすると新しいウィンドウで開きます

クリックすると新しいウィンドウで開きます

一樹百穫
管子
春秋時代(紀元前７７０年～紀元前４００年頃)

「斉」の国の宰相

http://ord.yahoo.co.jp/o/image/SIG=11l97f2db/EXP=1433023285;_ylc=X3IDMgRmc3QDMARpZHgDMARvaWQDQU5kOUdjUjBpZlJEWVFyYjJWblhiRDI4WTd1akttT1ZteFpSTWRWNVYxQ09sUldfUF9HZ09reEpzR3luSlNrBHADNUxpQTVxaTU1NW0uNTZtcgRwb3MDMTE0BHNlYwNzaHcEc2xrA3Jp/**http:/kakijun.jp/gif/1633200.gif
http://ord.yahoo.co.jp/o/image/SIG=12h15716k/EXP=1433023411;_ylc=X3IDMgRmc3QDMARpZHgDMARvaWQDQU5kOUdjU3JRNVotbUxzZ1JZWFBLYnQyTFRndWV5YXlHMTNxcUlpSk1vV3BmWFEtb2J6V2g3Q1FwdVliOEh2TwRwAzVhU241cWk1BHBvcwMyBHNlYwNzaHcEc2xrA3Jp/**http:/pds.exblog.jp/pds/1/201206/07/69/e0197769_22492956.jpg








国際臨床医学会 日本国際看護師認定制度 (NINA)

◆ 次の１～５すべてを満たすこと

1.  看護師（看護協会会員）であること

2.  実務経験が５年以上あるいはクリニカルラダーレベルIII以上である
こと

3.  日本国際看護師養成研修修了者であること

4. 日本国際看護師認定試験の合格者であること

5. 国際臨床医学会正会員であること

看護師

• 日本看護協会
会員

・日本国際看護師

養成研修修了

・国際臨床医学会認定

・国際臨床医学会へ入会

5年毎の更新

•学会学術集会参加、学
会主催 ｾﾐﾅｰ受講
（ポイント制）

近年、外国人患者の増加に伴い、医療現場においてスムーズな意思の疎通が不可欠であり、言語・文化・背景を理解した看護師をはじめ医療従事
者のコミュニケーション能力が求められている。一方、ODA（政府開発援助）等の一環として海外医療支援に赴く医療従事者が経験を積み帰国するケー
スがあるものの、国内において海外での経験や外国語能力が生かされているとは限らず、待遇等に反映する仕組みも殆ど見られないのが現状である。

背 景

増加の一途をたどる外国人患者の医療機関の対応として、外国人患者やその家族が安全にかつ安心して医療を受けられるよう、外国人患者をサポートでき
る人材を積極的に育成していかなければならない。患者やその家族と接する機会が多い看護師のうち看護実践能力が高く、異なる言語・文化・社会背景を理
解し、コミュニケーション能力、コーディネイト能力など外国人患者等への対応に優れた者を審査・評価し、一定以上の基準にある者を日本国際看護師として認
定し、活躍の場を広げる狙いがある。

狙 い

役 割

認定基準 展 望

日本国際看護師の
キャリアモデル
形成

効果

i. 国内における医療・看
護のサービス品質向
上

ii. 日本医療・看護の
国外発信

iii.看護師の雇用条件向
上

日本医療
の国際的
貢献

常に中立・公平の意識を持ち、外国
人患者等と多職種との双方の信頼関
係の構築に寄与し、患者の「自己決
定」のための支援を行う。

必要に応じ、外部の国際医療コー
ディネートサービス事業者や医療通
訳者とのコーディネイトを行う。

言語、文化、習慣等の違いにより、不
安を感じる外国人患者やその家族に
対し、医療施設内の多職種と連携し、
外国人患者に安全、安心な医療の提
供を受けられるよう支援する。

病院での活躍

・院内での活躍
・多職種との連携
・多様な患者への
対応能力

自治体等への働きかけによる
雇用義務の策定

・受け入れ拡大
・地域レベルでの
医療充実

日本国際看護師の認知拡大・増員

・一般認知
・活動の国際的
認知
・増加する外国
人患者
への対応







4学会理事長懇談会 第32回日本医学会総会でも議論を



大阪のブランド 中之島



Nakanoshima Qross周辺

京阪 中之島線

土佐堀川

堂島川

阪大附属病院跡地

大阪帝国大学発祥の地
大阪大学医学部跡地
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MITと連携・CICを中心としたボストンダウンタウンという好立地で成功
スタートアップ・病院・製薬・GAFA・情報系企業・ファンド等の集積と世界展開

ボストンダウンタウン型スタートアップインキュベーション



R&D棟
再生医療企業集積
バリューチェーン
CDMO事業
人材育成
スタートアップ育成
医療データベース

Medical棟
循環器病院
高度健診センター
再生医療クリニック

大阪中之島に未来医療国際拠点が民間の力でスタート

産官学の知の集積によるデイープテックヘルケア国際拠点

一つ屋根の下で未来医療を社会実装

ダウンタウンの好立地で世界展開に成功している

ボストンをめざしたベンチャーインキュベーターを展開
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NQエコシステムNo１ NQ再生医療推進エコシステム

医工連携
産学連携

保険診療

自由診療

アカデミア
企業

実用化研究

基礎研究 臨床応用

Reverse TR

TR

病院
クリニック

PMDA

規制科学死の谷

魔の川

ダーウインの海

New Technology

ビジネス社会実装

✓ iPS細胞等大量培養
CDMO事業

✓ One Stop Service

✓ 再生医療等安全
評価委員会

社会実装

DataBase (NRMD,REAP等)

高度健診センター
民間保険
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NQエコシステムNo2   未来医療スタートアップエコシステム
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International relationship

© Organization for Advanced Healthcare Innovation 2024 All rights reserved.

すでに在関西領事館を中心に諸外国からの国際連携への期待
海外企業の日本におけるビジネスチャンス!!の場



32国際医療貢献病院・国際医療協力病院 実際の運用はJTBに委託





34

中之島に国際医療貢献ゲートウエイ機能

日本の高いレベルの医療を期待して、自国で治せない高度医療を中心に海外からの
医療インバウンドを受け入れ、医療機関に繋ぐゲートウエイ機能を設置

一般社団法人日本国際
メディカルサポート

大阪国際医療貢献プラットフォーム





Copyright(c) Congrès Inc.
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世界の感染者3億2000万人 死者550万人

http://ord.yahoo.co.jp/o/image/RV%3D1/RE%3D1588817127/RH%3Db3JkLnlhaG9vLmNvLmpw/RB%3D/RU%3DaHR0cHM6Ly93d3czLm5oay5vci5qcC9uZXdzL2h0bWwvMjAyMDA1MDMvazEwMDEyNDE2NTYxMDAwLmh0bWw-/RS%3D%5EADBPR4s8NBvED3AkTfMbCFGvNajjSM-%3B_ylc%3DX3IDMgRmc3QDMD9yPTEmbD1yaQRpZHgDMARvaWQDQU5kOUdjVFZXMklxUkJuVFRwNFFJUi1WazZiR1U1ZC1nR3lLM0FXRkdmMFZRZVFsRF9LR3d2QmI1YkEwRjFCRgRwAzQ0S3o0NE90NDRPSzQ0S200NEtrNDRPcjQ0SzUEcG9zAzEEc2VjA3NodwRzbGsDcmk-


Copyright(c) Congrès Inc.

Resilience

“弱さ”を”強み”に変えたヒトの歴史から
学び、レジリエンスすなわち「危機を生
き抜く知」の視座から、数百年のヒトの
来た進化の道を見直すことで、多角的か
つ包括的にヒトと特性をとらえ、これか
らの社会と生き方における「より良き未
来の選択」のために。
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山極壽一



メインテーマ

～みらいへの挑戦と貢献～

38
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南東側(玉造筋)からの外観

いのちをまもる大阪けいさつ病院

2025.1新病院 開院予定

Thank you for your attention
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